
ee環
境
と
景
観

近
世
象
潟
の
景
観

長
谷
川
成

象
潟
や
爵

し、;こ

う西
象3施
潟2が

ね
ぷ
の
花

お

む

雨
に
議
れ
た
合
歓
の
花

は
、
一
党
愁
を
湛
え
自
蓋
を
閉
じ
た
西
施
の
麗
楕
で
あ
る
よ
)

俳

塑

松

星

芭

蕉

が

出

羽

国

の

象

混

の

光
明
縮
な
景
観
は
、
文
化
元
年
六
月
四
百
(
西
精
一
八

O
詔
年
七
月
十
日
)

夜
間
ッ
時
(
午
後
十
時
半
こ
ろ
)
、
象
潟
一
帯
を
襲
っ
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・

O
の
直
下
型
地
震
(
象
潟
地
震
と
略
記
〉
に
よ
っ
て
、
一
・
八
メ
!

ト
ル
余
り
珪
起
し
、
一
瞬
の
う
ち
に
崩
壊
し
た
。
当
時
の
象
潟
辻
、

在
の
秋
自
黒
に
か
ほ
市
象
潟
町
に
£
っ
て
、
多
数
の
小
島
が
浮
か

、
き
つ
れ
~
。

吋
象
潟
菌
扉
風
』
に
捕
か
れ
た
島
々
と
、

多
く
は
同
じ
形
を
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
島
は
破
壊
さ
れ
ず
に
現
在

も
残
っ
て
い
る
(
た
だ
し
、
規
模
の
小
さ
な
自
婦
の
な
か
に
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
)
。
ま
た
、
溺
に
は
細
い
な
が
ら
も
議
と
つ
な

が
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
、
当
時
の
象
潟
は
海
水
と
淡
水
が
漉
合
し

き

す

い

た
、
汽
水
海
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
象
潟
を
描
い
た
種
々
の
象
潟
顕

ι
つ
い
て
は
、
か
つ
て

筆
者
も
検
討
の
機
会
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
な
か
で
も
本
荘
藩
の
絵

師
牧
野
永
品
む
筆
に
な
る
「
象
潟
盟
野
嵐
』
(
秋
田
県
に
か
ば
前
の
象
潟

郷
土
資
料
館
議
秋
田
県
文
北
信
)
に
関
し
て
は
、
拙
著
歪

総
統

i

名
所
が
諮
る
江
田
時
代
』
(
吉
川
弘
文
館
一
九
九
六
年

時間一.... ・‘

て
い
る
島
々
の

以
下
、
拙
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著
と
略
記
)
に
て
様
々
な
角
度
か
ら
私
見
を
述
べ
た
の
で
、
参
照
さ
れ

た
い
。
い
わ
ゆ
る
金
扉
風
と
称
さ
れ
た
、
近
世
後
期
の
『
象
潟
図
扉
風
』

の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
描
か
れ
た
時
期
が
地
震
以
前
か
以
後
か
に
よ
っ

て
、
扉
風
絵
制
作
の
意
図
が
明
確
に
相
違
す
る
た
め
、
詳
細
な
検
討
を

行
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
前
掲
拙
著
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
初
期
象
潟
図
に
つ
い
て
は
、
拙
著
で
の
検
討
の
重
点
が

『
象
潟
図
扉
風
』
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
も
等

閑
に
付
さ
れ
て
き
た
分
野
で
あ
り
、
本
格
的
な
研
究
は
全
く
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
た
び
、
酒
田
市
の
本
間
美
術
館
の
ご

「
南
剖
鋼
一

田
沢
湖

藩政時代の由利郡各領と象潟

好
意
に
よ
り
、
「
象
潟
之
図
」
(
本
間
美
術
館
蔵
、
な
お
絵
図
に
は
「
甜
海
之

図
」
と
見
え
る
が
、
本
稿
で
も
同
館
で
命
名
し
た
資
料
名
「
象
潟
之
図
」
を
使

用
)
を
子
細
に
検
討
す
る
機
会
を
得
た
。
同
図
の
解
析
を
通
じ
て
、
初

期
象
潟
図
の
特
徴
と
出
羽
国
本
荘
藩
(
現
秋
田
県
由
利
本
荘
市
に
居
城

を
置
く
二
万
石
の
外
様
小
藩
、
藩
主
は
六
郷
家
)
に
よ
る
象
潟
の
景
観

保
護
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
象
潟
の
所
在
地
と

藩
政
時
代
の
由
利
郡
各
領
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
上
段
の
地
図
「
藩
政

時
代
の
由
利
郡
各
領
と
象
潟
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一一V
「
象
潟
之
図
」
と
は

本
稿
に
掲
げ
た
「
象
潟
之
図
」
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
デ
l
タ
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
所
蔵
は
、
本
間
美
術
館
。
紙
本
著

色
。
サ
イ
ズ
は
縦
五
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
九
・
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。
成
立
は
宝
永
・
正
徳
年
間
(
一
七
O
四
i
一
七
二
ハ
)
。

酒
田
市
指
定
文
化
財
。

管
見
の
範
囲
で
は
、
「
象
潟
之
図
」
は
『
図
説
お
く
の
ほ
そ
道
』
(
河

出
書
房
新
社
一
九
八
九
年
)
、
図
録
『
は
る
か
み
ち
の
く
古
典
文

学
と
美
術
に
み
る
す
が
た
』
(
東
北
歴
史
博
物
館
二
O
O
一
年
)
に
収
録

さ
れ
た
写
真
図
版
が
、
今
ま
で
に
公
開
さ
れ
た
例
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
多
く
の
象
潟
図
を
収
録
し
た
『
象
潟
町
史
通
史
編
下
』
(
象

二
O
O
一
年
)
に
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

潟
町
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f象潟之毘j。本鶴美術館所蔵。

た
が
っ
て
、
右
関
心
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
皆
無
に
等
し
く
、
同
じ

そ

で

の

う

ら

と

や

の

は

ま

巻
子
に
収
め
ら
れ
て
い
た
「
酒
田
袖
之
浦
・
小
鹿
之
浜
之
図
」
〈
本
開

美
術
館
藤
以
後
、
「
酒
田
之
図
」
と
略
記
)
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し

て
、
わ
ず
か
な
言
及
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

「
酒
田
之
毘
」
を
解
説
し
た
工
藤
定
雄
氏
に
よ
る
と
(
『
日
本
の
市
寄
古

罷

一
九
七
三
年

ー一二一

東

日

本

舗

』

臨

島

研

究

所

出

窓

会

解

説

ベ
!
ジ
以
下
、
工
藤
長
の
出
馬
は
、
全
一
で
問
書
に
よ
る
)
、
一

と
「
諸
国
之
図
い
は
、
対
に
軸
仕
立
て
に
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
入

手
の
事
情
や
作
者
は
不
明
だ
が
、
両
国
の
制
作
は
「
余
程
の
技
を
身
に

つ
叫
り
た
狩
野
派
に
属
す
る
絵
障
の
予
に
よ
る
も
の
い
と
評
価
し
て
い
る
。

加
え
て
、
「
謹
田
之
図
」
に
見
え
る
地
名
な
ど
の
考
証
に
基
づ
い
て
、

み
な
と

宝
永
の
頃
か
ち
正
徳
に
か
け
て
の
壌
の
賑
わ
い
を
描
い
た
も
り
で
あ

る
か
ら
、
「
象
謁
之
図
」
も
同
時
期
で
あ
ろ
う
と
推
断
し
て
い
る
。
筆

者
は
、
右
の
工
藤
正
の
見
解
を
妥
当
な
も
の
と
認
め
、
制
作
者
が
同
一

で
お
る
こ
と
、
{
五
永
か
ら
正
徳
期
の
景
観
を
描
写
し
た
も
の
で
為
る
点

に
つ
い
て
は
、
理
解
を
共
有
で
き
る
。
し
か
し
、
「
象
潟
之
間
」
に
関

わ
る
考
証
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
や
不
満
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
「
象
潟
之
図
い
に
つ
い
て
間
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
を
解

析
し
て
、
開
園
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

工
藤
長
は
、
「
酒
昌
之
国
」
か
ら
、
時
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
絵

画
的
な
特
徴
を
一
一
一
点
抽
出
し
て
い
る
。

て
実
測
的
表
出
が
見
え
る
。

(ア)
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生
々
と
し
か
も

「象鴻之国Jイラスト版。困~詔iこ速記、さ)-@に地名が入っている。

同
人
馬
の
配
躍
が
あ
る
の

美
し
く
描
き
上
げ
て
い
る
。

問
実
用
上
の
目
的
を
第
一
と
し
、
名
所
図
会
的
な
意
留
を
含
め
て

の
作
密
で
あ
る
。

右
の
見
解
に
従
え
ば
、
「
象
潟
之
図
」
は
い
わ
ゆ
る
奥
景
函
と
し
て

評
倍
さ
れ
る
作
品
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
向
図
を
一
覧
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
鳥
海
山
を
中
心
之
し

て
象
潟
の
情
景
を
描
き
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
地
名
な
ど
の
量
一
聞
き
込
み
が

為
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
観
念
的
に
表
さ
れ
た
鳥
敵
的
な
構
図
で

は
な
く
、
水
平
垂
直
を
意
識
し
た
、
本
書
一
に
上
空
か
ら
見
て
い
る
よ
う

な
臨
場
感
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
絵
に
よ
っ
て
自

然
を
体
感
す
る
謹
向
か
る
、
雄
大
な
眺
望
を
再
現
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
i

が
求
め
ら
れ
、
一
向
い
場
所
か
る
の
跳
盟
や
風
景
を
眺
め
渡
す
心
地
よ
さ

を
体
惑
で
き
る
絵
が
流
持
の
よ
う
に
数
多
く
描
か
れ
た
と
い
う

Q
関

出
水
に
遊
ぶ
江
戸
絵
画
の
麗
景

2
5
5年
』
府
中
市
美
街
館
二

0
0

西

四

ペ

ー

ジ

)

。

も

、

志

の

動

向

な

い

し

で
き
よ
う
。

録九
年

四
回

傾
向
と
ほ
ぼ
軌
を

に
す
る
作
品
と
見
な
す
こ

に
記
鍛
さ
れ
て
い
る
文
(
四

f

は
別
表
の

一
記
一
覧
、
地
名
(
①
1
袋
、
表
中
に
現
在
地
も
表
記
)
は

「
象
潟
之
図
」
地
名
一
覧
に
ま
と
め
、
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
国
中

ι

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
番
号
を
識
聞
き
入
れ
た
の
で
、
対
照
さ
れ
た
い
。

の
E
の
文
に
よ
る
と
、
当
図
に
あ
っ
て
搭
か
れ
た
空
間
的
な
範
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「象瀧之図Ji主記一重

内 容 ; 

場鵠ヨリ秋田男鹿ノ鵠マテ五十竪ホトノ内晃ユル、其真中ヨ 1)秋田

ニ近キ所象揖t柱、米申ノ

ノレ、飛嶋ニE大師崎ノ辺ヨ 1)

此松山ノ所ニ滝アリト簡ク

象調ノ内長一盟余、暢広キ所十γホト

表 1

箆毎

題
一
窃

題

寝 地 名

f象潟之函J地名一覧

繕 名

越後領鳩崎

トウカ崎

圧P'J領

ん和…紘一@渇一
φ
一直也

お

が

閣
は
、
表
2
の
①
越
後
鳩
崎
か
滑
り
母
国
力
盟
半
島
ま
で
で
あ
っ

あ
お
し
ま

真
ん
中
よ
り
秋
田
寄
り
に
象
潟
が
あ
る
と
い
う
。
背
鳴
(
図
中
に
青
嶋

は
描
か
れ
て
い
な
い
、
青
嶋
に
つ
い
て
は
「
酒
田
之
関
」
に
も
言
及
が

ひ

つ

じ

さ

る

と

び

し

ま

あ
る
〉
は
未
串
H

南
西
の
方
向
に
見
え
、
⑤
大
師
鯖
の
酉
に
飛
嶋

(
飛
鳴
も
間
中
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
)
が
見
え
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

あ
つ
み

開
閣
は
越
後
鳩
崎
か
ら
、
審
溢
海
、
@
鶴
岡
、
③
庄
内
領
の
治
岸
地
域
、

象
潟
、
@
鳥
海
山
、
由
利
郡
の
各
領
、
@
秩
田
、
男
農
半
島
の
突
端
ま

で
の
長
大
な
挑
望
の
な
か
に
、
鳥
海
山
と
象
謁
を
位
置
づ
け
て
描
い
た

絵
で
あ
っ
た
。
従
来
、
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
十
八
世
結
後
半
か
ら
十

九
告
紀
に
か
け
て
の
象
潟
図
群
に
は
、
と
う
て
い
見
込
れ
な
い
絵
画
で

そ
の
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あ
っ
た
こ
と
を
、
第
一
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
象
潟
之
図
」
の
特
徴
を
際
だ
た
せ
る
た
め
、
十
八
世
紀
後
半
の
「
象

潟
図
扉
風
」
を
代
表
と
す
る
象
潟
図
群
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
、
検
討

を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

③
拙
著
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
象
潟
図
扉
風
」
は
図
中
に
象
潟
の

四
季
の
移
ろ
い
と
、
雪
化
粧
を
し
た
鳥
海
山
、
象
潟
の
景
観
を
描
写

し
て
、
ほ
か
の
景
観
・
地
理
情
報
を
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
具
体

か

ん

ま

ん

じ

し

お

こ

し

的
に
は
象
潟
の
島
々
、
甜
満
寺
、
塩
越
の
町
並
み
を
主
た
る
景
観
と

し
て
描
き
、
各
島
も
含
め
て
詳
細
な
貼
札
を
付
し
て
、
芸
術
性
を
減

殺
し
て
説
明
的
絵
画
に
仕
立
て
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
象
潟
之
図
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
象
潟
と
鳥

海
山
を
中
心
に
据
え
つ
つ
も
、
越
後
か
ら
男
鹿
半
島
ま
で
の
広
が
り

の
中
に
鳥
海
山
と
象
潟
を
位
置
づ
け
て
、
雄
大
さ
を
強
調
し
た
絵
画

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
象
潟
内
の
各
島
に
貼
り
札
は
な
い
も
の
の
、

塩
越
の
町
方
、
⑬
甜
満
寺
の
書
き
入
れ
と
固
象
潟
の
規
模
の
書
き
入

れ
が
認
め
ら
れ
る
。

⑥
 
季
節
は
秋
と
推
定
さ
れ
、
太
陽
の
位
置
か
ら
午
前
の
時
間
帯
で

し
ろ
か

あ
ろ
う
。
「
酒
田
之
図
」
は
、
工
藤
氏
に
よ
る
と
、
水
田
の
代
掻
き

の
様
子
か
ら
六
月
と
の
こ
と
で
、
春
・
夏
の
酒
田
と
秋
の
象
潟
を
対

照
的
に
描
い
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。

⑤
「
象
潟
之
図
」
の
鳥
海
山
は
い
わ
ゆ
る
秀
峰
で
は
な
く
、
「
象
潟

図
扉
風
」
に
見
え
る
よ
う
な
、
象
潟
の
景
観
を
荘
厳
に
飾
る
象
徴
で

も
な
い
。
山
岳
と
し
て
リ
ア
ル
な
姿
に
描
か
れ
て
い
る
。
象
潟
を
描

く
各
図
の
鳥
海
山
の
描
写
を
比
較
し
て
み
る
と
、
他
の
象
潟
図
群
と

同
様
、
頂
上
部
に
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
が
、
冠
雪
し
て
い

る
白
き
山
H

聖
な
る
山
(
国
絵
図
研
究
会
編
『
国
絵
図
の
世
界
』
柏
書
房

二
O
O五
年
一
五
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
印
象
は
薄
い
。
残
念
な
が
ら
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
各
図
に
見
え
る
鳥
海
山
の
山
姿
を
比
較
で
き
な
い

が
、
「
象
潟
之
図
」
の
鳥
海
山
は
、
現
山
姿
を
見
慣
れ
て
い
る
者
に

と
っ
て
は
怪
異
な
山
容
に
描
か
れ
て
い
る
。

⑥
図
中
に
多
く
の
地
名
の
書
き
入
れ
が
見
え
、
各
地
名
の
位
置
関

係
が
詳
し
い
。
地
理
情
報
が
正
確
か
つ
潤
沢
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
象
潟
や
鳥
海
山
だ
け
で
な
く
、
出
羽
国
の
地
理
に
関

し
て
詳
細
な
情
報
を
持
っ
た
絵
師
が
描
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑩
金
峰
山
、
⑬
ウ
ヤ
ム
ヤ
ノ
関
、
⑧
温
海
温
泉
、
⑤
大
師
崎
な
ど
、

出
羽
国
の
名
所
地
名
を
記
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

⑥
図
中
に
多
く
の
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
馬
に
乗
る
人
、
畑
で
耕

す
人
、
象
潟
を
船
で
巡
る
人
、
塩
越
の
町
方
の
通
行
人
な
ど
。
出
羽

国
を
代
表
す
る
港
湾
都
市
酒
田
の
賑
わ
い
と
同
国
随
一
の
名
所
象
潟

を
、
人
の
動
き
を
図
中
に
入
れ
る
こ
と
で
、
見
る
人
の
現
実
感
を
増

幅
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
「
象
潟
図
扉
風
」
を
は
じ
め
と
す
る
象
潟
図
に
は
、
奈
曾
の
滝

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
「
象
潟
之
図
」
に
は
そ
れ
が
な
く
、
固
「
此

松
山
ノ
所
-
一
滝
ア
リ
卜
聞
ク
、
川
上
」
の
記
述
が
見
え
る
。
奈
曾
の
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本
来
、
「
象
潟
臨
界
麗
」
に
見
え
る
よ
う
な
形
で
、
説
認
す

る
の
は
不
可
能
で
あ
る
c

晃
え
な
い
は
ず
の
景
色
が
象
潟
図
群
に
は

必
ず
掻
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
象
潟
之
国
」
の
よ
う
に
描
か

な
い
の
が
正
護
で
あ
る
。
悶
留
の
絵
師
は
、
罷
の
文
中
に
も
晃
え
る

よ
う
に
、
描
く
に
当
た
っ
て
博
報
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

決
し
て
空
懇
で
描
い
た
り
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
c

e
Eの
文
に
象
識
的
ス
ケ
ー
ル
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

さ
が
…
盟
余
り
(
約
盟
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
幅
は
一

後
年
の
象
瀦
よ
り
は
、

一
年
(
一
七

約

キ
ロ
メ
i

一
回
り
大
き
な
規
模

七
〉
五
月
に
来
訪
し
た
幕

府
巡
見
硬
に
対
し
て
、
は
領
内
の
状
況
や
堪
越
に
つ
い
て

尋
お
ち
れ
た
場
合
む
、
回
答
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
そ
の
な

か
で
象
潟
に
つ
い
て
は
、
「
象
潟
濡
本
御
訊
の
時
は
、
長
さ
一
一
十
駒
山

〈
約
二
キ
ロ
メ
i
ト
ル
〉
余
広
さ
十
町
余
、
潮
の
て
入
込
々
々

ト
ル
)

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

定
り
無
錦
謹
と
申
上
る
ベ

ペ
!
ジ
)
と
、

(
後
掲
の
『
象
潟
資
料
い
第
一
巻
目
。

て
お
り
、
潟
の
…
い
い
択
さ
は
約
半
分
に
縮
小
し
た
。

右
に
述
べ
た
⑧

i
多
か
ら
、
「
象
潟
之
国
一
に
関
し
て
は
、
そ
の
特

徴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
c

江
戸
幕
府
が
作
成
し
た
、
「
寛
永
日
本
国
」
(
出
口
県
文
書
館
モ
利
家
文

庫
蔵
)
や
各
大
名
に
命
じ
て
存
成
さ
せ
た
顕
絵
密
(
こ
こ
で
は
正
課
元
年

〈
一
六
mm
詔
〉
「
出
羽
一
一
回
毎
絵
図
」
秋
田
黒
公
文
欝
館
職
〉
に
も
象
潟
の
描

写
は
存
砿
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
ぜ
ば
、
「
象
潟
之
間
1
1

一
は
出
羽
冨
象

て
辻
、
も
っ
と
も
古
い
も

の
で
あ
る
。
自
本
図
や
国
絵
留
は
、
作
成
話
的
が
江
戸
事
府
に
よ
る
近

世
国
家
の
抜
図
の
確
認
と
会
夫
名
の
領
内
状
況
の
掌
握
(
経
済
・
軍
事
・

地
理
の
各
情
報
の
収
集
〉
に
あ
っ
た
。
本
図
は
、
あ
く
ま
で
も
「
語
器

之
毘
い
と
対
で
掻
か
れ
た
局
地
的
か
っ
名
所
図
会
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

冨
絵
図
と
は
作
成
の
目
的
が
本
質
的
に
相
違
す
る

G

し
た
が
っ
て
、
図

中
に
込
め
ち
れ
た
情
報
は
、
非
軍
事
的
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
描

い
た
対
象
の
地
を
詳
し
く
か
っ
正
躍
に
、
さ
ら
に
は
旅
行
者
を
そ
の
地

い
ざ
な

へ
誘
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
誌
な
い
。
「
象
海
之
図
い
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十

九
世
紀
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
象
潟
図
群
と
比
較
し
て
、
鳥
海
山
を
象

徴
と
し
て
搭
か
ず
、
し
か
も
間
中
に
記
さ
れ
た
地
名
等
の
地
理
情
報
む

正
確
さ
と
多
様
さ
、
あ
く
ま
で
も
ワ
ア
ル
な
象
潟
図
に
辻
上
げ
よ
う
と

努
力
し
た
形
跡
が
韻
著
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
鳥
海
山
を
含
め
た
象

っ
た
も
の
で
み
め
り
、
そ
の
意
味
で
も

念
品
v
t
}

ル〕

同
図
は
十
八
世
紀
に
流
行
し
た
真
景
図
の
原
点
と
も
…
一
一
日
う
べ
き
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
設
え
ば
、
一
元
禄
二
年
(
一
六

八
九
九
弟
子
の
曾
良
を
伴
っ
て
象
海
に
来
訪
し
た
松
思
芭
蕉
が
見
て
、

本
語
冒
頭
に
掲
げ
た
句
を
一
詠
ん
だ
象
潟
の
景
急
は
、
ミ
も
の

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
c

次
章
で
辻
、

に
描
か
れ
た
宝
永

i
正
諒
窮
の
象
潟
の

つ
い
て
、
文
献
資
料
の
観
点
か
与
実
態
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一
一
一
軍
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
の
象
諒

象
潟
・
輯
溝
寺
の
あ
る
塩
越
村
が
、
旗
本
仁
賀
保
韻
か
主
出
羽
富
本

荘
藩
鎮
に
編
入
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七
年
(
一
六
回
O
)
の
こ
と
で

中
め
っ
た
。
戦
器
類
以
来
、
当
地
域
の
支
配
関
係
弘
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変

北
し
、

へ

と

支

ま

が

移

っ

た

後

も

、

い

た

つ

い
て
の
関
孫
史
料
は
見
当
た
ら
な
く
、
解
明
り
手
が
か
り
は
な
い
の
が

実
構
で
る
る
。

本
荘
蓬
領
に
編
入
後
、
延
宝
二
年
(
一
六
七
回
)
の
「
欝
家
中
分
限

緩
」
宗
本
荘
前
史
史
料
編
E
」
本
荘
市
一
九
八
二
年
二
三
二

1
二
三
三

ペ
ー
ジ
)
に
よ
る
と
、
塩
越
代
官
手
代
・
塩
越
猟
船
改
役
人
の
職
名
が

て
お
り
、
塩
越
は
本
荘
濯
の
代
宮
支
配
が
仔
わ
れ
た
地
域
で
あ
っ

わ
ず
か
に
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
十
七
壁
紀
後
半
に
歪
る

っ
て
臨
ん
だ

たの
か
ζ

つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
象
潟
の
景
観
ψ

が
動
き
を
見
せ
る
の
は
、
元
禄
一
一
一
年
二
六
九
O
〉

っ

て

か

ち
で
お
っ
た
。
左
に
掲
げ
た
塩
越
の
町
奉
行
、
大
正
室
、
福
老
、

組
頭
の
連
印
で
、
当
時
本
荘
藩
の
郡
奉
行
を
務
め
た
と
推
定
さ
れ
る
玉

〈
長
谷
川
成

校
訂
吋
本
荘
務
分
限
帳
恥
上
・

中

九
七
五
年
・
一
九
七
七
年
)
へ

本
荘
市

た
(
吋
象
潟
郷
土
誌
資
料
第
一
巻
1
第
五
巻
後
刻
象
潟
郷
土
史
研
究

会
一
九
九
五
年
一
六
ベ

i
ジ
。
本
稿
で
は
、
多
く
の
史
料
を
右
番
所
収
の

も
の
に
よ
っ
て
い
る
。
以
後
、
需
史
料
を
『
象
議
資
料
』
第
一
巻
と
略
記
す
る
)
。

今
般
象
潟
御
取
立
に
付
、
島
々
に
有
之
候
畑
井
に
紺
満
寺
近
処
に
見

当
り
申
候
畑
、
御
竿
下
共
に
荒
し
申
繰
様
に
被
仰
付
奉
畏
候
、
象
潟

お
之
通
り
被
仰
付
候
段
何
れ
も
地
下
中被

上
申
候
、
以
上
、

元
議
三
庚
午
二
月
二
十
四
日

組

頭

百

姓

連

印

宿
老
与
治
右
構
内
昂

庄
屋
一
二
郎
右
寄
門
甲

大
庄
展
須
田
与
左
衛
門
昂

今
野
仁
左
高
円
印

玉
米
理
左
議
門
毅

(
鋳
繰
筆
者
〉
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左
の
請
書
状
に
よ
れ
ば
、
本
荘
藩
で
は
「
象
潟
取
立
」
を
決
め
、

「
毎
竿
下
」

H
H

検
地
を
し
た
富
所
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
以
上
の

で
あ
る

し

つ
ま
り
開
田
・
開
娼
を

と
下
命
し
た
。
五
文
章
一
回

に
は
、
準
語
全
体
の
大
庄
屋
・
の
み
な
ら
ず
、
組
頭
・
百
姓
の
連

印
も
押
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
象
講
を
開
発
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
を
意
味
し
た
c

た
だ
し
、
右
の
文
書
に
も
見
え
る
よ
う
に
、

の
島
々
に
は
既
に
地
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

様
に
培
が
見
ち
れ
る
こ

で
い

は
、
新
た
な
培
地
の
開
発
禁
止
令
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。本

荘
蓬
が
、
こ
の
時
期
に
い
た
っ
て
象
海
の
景
観
保
護
に
乗
り
出
し

た
理
由
は
、
そ
れ
を
明
記
し
た
史
料
が
な
い
た
め
よ
く
分
か
ら
な
い
。

右
文
書
が
出
さ
れ
た
前
年
の
元
禄
二
年

っ
た
の
で
は
な
い

(
一
六
八
九
〉

こ
と
を
患
え
ば
〈
開
部
喜
三
男
吋
人
物
叢
童
図
松
罵
芭
蕉
』
吉
川
弘
文
舘

一
九
八
六
年
)
、
一
冗
禄
三
年
当
時
に
あ
っ
て
芭
蕉
の
影
響
に
よ
り
象
潟
の

景
観
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
認
識
は
、
蓮
庁
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

い
か
な
る
動
機
が
あ
っ
た
の
か
。

契
機
の

つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
慶
長
・

正
保
・
元
禄
・
天
楳
の
持
顛
に
国
絵
図
は
作
成
さ
れ
た
が
、
正
保
国
絵

閣
の
作
成
要
領
に
、
士
、
名
有
山
坂
、
絵
図
ニ
書
付
接
事
」
(
前
掲

『
冨
絵
図
の
世
界
』
八
ベ
i
ジ
)
と
見
え
る
こ
と
や
、

た

ん

ご

関
え
ば
丹
後
国
絵
図
に
誌

が
克
明
に
描
か
説
、

の
で
は
な
か
ろ
う
か
c

し
よ
う
よ
う

に
と
各
大
名
に
懲
燭
思
し
た

象
潟
も
例
外
で
は
な
く
、
前
揺
の
正
採
元
年

に
も
誌
か
れ
、
も
ち
ろ
ん
一
疋
禄
国
絵
留
に
も
描

て

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」

写
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
領
内
に
お
け
る
名
所
の
描
写
が
幕
府
へ
の
公
的
な
絵
図

謁
製
の
際
に
求
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
劣
北
な
い
し

こ
と
に
な
り
、

の
で

は
な
い

内
髄
一
の
名
所
で
あ
る
象
鴻
の
景
観
保
全
に
乗
り
出
し
た
も
の
と
み
て

支
障
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
元
禄
期
の
象
潟
の
景
額
保
全
が
、
各
島
々
を
堀
地
に
す
る
こ

と
を
禁
止
す
る
と
い
う
趣
旨
で
る
っ
た
の
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
、

永
六
年
〈
一
七
O
九
〉
四
丹
十
一
一
一
自
の
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〈
吋
象
海
糞
料
』
第
一
巻

た
保
全
策
で
あ
っ
た
。

0
1
一
二
ペ
ー
ジ
)
は
、
よ
り
前
進
し

象
議
島
々
相
改
韻
り
相
定
候
覚
帳

庄
司
喜
兵
嶺
矢
作
七
助

の
方
石
島
二
つ
此
の
一
つ
絵
関
に
有
之
挨
島
々
不
分
明
、

是
は
御
足
軽
喜
兵
衛
・
七
助
額
り
に
候
、
轄
に
は
名
代
を
立
串

候
様
に
と
本
荘
よ
り
申
来
換
問
、
人
か
り
名
に
仕
繰
、

い
た
ど
り
島
中
境
越
中

但
し
段
々
崩
れ
侯
へ
ば
石
計
り
多
く
土
の
所
少
々
あ
り
、

と

り

お

い

島

問

所

担
し
是
も
崩
れ
間
前
、

問
所

つ
、
此
の
内
絵
図
に
有
之
蟹
子
島
か
、

人
道
島

妙
見
島

あ
ら
こ
う
や

担
し
光
伴
寺
立
有
之
毘
敷
の
内
続
き
な
り
、

ま
な
八
部
と
一

つ
〉
冬
C

士山
1

略
)

堤
留
島

さ
い
の
神
森

合
八
拾
壱
森

伊
勢
守

壊
越
惣
村
中

担
し
潟
の
中
島
又
岡
つ
〉
き
の
森
共
、

通
り
島
々
晃
分
仕
預
り
指
定
申
候
、
錯
溝
寺
寺
中
は
勿
論
、
絵

園
之
通
り
関
、
通
り
共
に
苦
々
書
印
申
接
、
九
十
九
島
の
数
に
も
合
。

可
申
候
得
共
、
不
分
明
候
故
、
潟
の
内
問
つ
〉
き
自
立
申
候
島
々
石

島
・
小
島
共
に
書
き
印
申
候
、
段
々
島
も
崩
れ
或
は
石
島
に
も
な
り
、

又
泣
水
底
に
相
成
挟
島
も
有
之
様
は
相
兇
へ
申
候
、
絵
留
と
島
と
引

き
合
せ
見
分
仕
挟
得
共
、
島
々
の
預
り
多
分
は
瀧
ひ
候
様
に
て
見
極

め
が
た
く
罷
成
候
へ
と
も
、
に
て
相
極
め
頭
り
棺
定
め
知

斯
御
座
候
、

一一日

佐
々
木
大
右
寄
門

兵
藤

消
羽
田

惣
左
荷
門

又
左
奇
問

(
掛
纏
筆
者
)

高
に
見
え
る
よ
う
に
、
は
象
潟
に
浮
か
ぶ
島
々
と
、
景
観

を
構
成
す
る
の
に
不
可
欠
と
考
え
ら
紅
た
重
要
な
森
な
ど
を
確
定
し
た

よ
で
管
理
者
を
き
め
、
絵
閣
と
引
き
合
わ
せ
菅
理
責
任
を
明
議
に

し

た

の

で

あ

っ

た

。

な

お

、

な

ど

〕

管

理

者

に

つ

い

て

を
参
賭
さ
れ
た
い
。

は
、
表
3

各
島
等
は
援
ね
五
十
背
蛸
に
配
列
し
た
。
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境
界
堂
本
す
木
一
戸
境
が
あ
っ
た
と
い
う
。
塩
越
村
は
村
方
で
あ
り
な
が

ら
荒
吉
屋
を
合
め
て
的
方
の
機
能
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
各
集
謀
、

た
勺
ち
?
っ

各
町
、
各
寺
社
・
塔
頭
が
す
べ
て
象
潟
の
島
々
の
管
理
を
分
姐
さ
せ

ら
れ
、
「
さ
い
の
神
森
」
な
ど
は
、
「
塩
越
惣
村
中
」
と
見
え
る
よ
う
に

同
村
全
体
で
保
持
の
責
任
を
負
わ
容
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

宝永 6若手の象道各鳥の管理体毒事j

織率
あい島 象議円程IJとや 十五縫 紺満王子

j あいの森島 象鶏門f'lIJ中 小ひょうご島 中塩揺与惣右衛門

あまが森 大塩越中 すしおけ島 佐重奏久兵衛
l いせ鉢蕗 町与助 砂子島 今野又ti.衛門

;いたか島 町五お衛門 そうな島 中坦越中

し一帯中
そり舟財木島天森 |別象大中塩塩当潟越越清門前中中光院中

いなば島 削中 潟県弁

姥貝鶴 男IJ中 多波崎

;椿田森 象潟門前中 たらの

ゑび島 象潟内需IJ中 つげ鳥 象瀦門前中

ゑび撃騒 佐々木六右衛門 続ヵ島 あらこうや

絵松島 兵藤与友嶺内 つつじ島 大詰越中町与助

;大島 象課内部中 堤留島 伊勢守

間入道島 ;あらこうや(荒古屋) とりおい鳥 中塩轄中

大桜島 象禽門円IJ中 中島 今野又さと衛門

マをさえ轟 佐藤久兵衛 なら鳥 中塩越中

大しし護 譲二部 長島 中塩越中

;かか島 豪雪j議寺 入選議 EH奇喜兵衛・矢作七助

潟がつ中鳥き島 象中議潟結門前中中
!野あい島 費水炉場IJ汚日守J

野崎臨 中域総惣兵衛

かどわき 象潟門的中 白山 中塩髄九兵衛

;上だうの森 大謹越中 はし島 紺満王子

上鳥谷地 tt塩越物、右衛門 ばら島

中須中中塩塩塩田越惣越越左中漉衛与・兵惣門門衛右前衛中門
上王手島 議七 ひょうご島

|川川か崎うも めすそ島島島
象潟門書iJCわ 深田出口

今野又左衛門 福島

象縄問問IJ中 i ぶどう島 経::fiCわ
|こきあがり 2貢郎桔衛門 ふるおり鳥 大境越中

!駒留島 喜楽段 5主性院議 宝正坊

さいの神森 塩麓懇村中 [ほど島
づ古 rrl 

犠鳥 大塩越中 約!l1島 ヨ界 11';司~I Jtきをj

l山謄島 中塩越中 まく島 中壇越 4 民兵衛
l 塩燐議 中壊越中 みzきご畠 鮒満寺

j しし島 総議寺 ニつ五 瓶右中

j しじみかい島 象議門目IJ中 みのわ島 大準越中

|下当の薙 大調越中 妙見鴎 東弱震

下つっと議事 大場越中 めぐり鳥 浄尊王子

下鳥谷地 中土芸議 懇右衛門 森合 中埴越六兵衛

下下平自山島
中謹越中 よし島

考時え保守三郎fl'J兵斗4衛
島孫七 りうご島

鷲島 安?に前ヲ1JFlリサ

表 3

管
理
費
託
を
負
わ
さ
れ
た
の
は
、
紺
満
寺
を
辻
じ
め
と
す
る
寺
院
、

本
誌
藩
の
足
軽
、
象
縄
問
前
中
、
中
塩
越
中
、
大
塩
越
中
、
冠
石
中
、

荒

吉

豆

、

町

人

、

っ

た

。

塩
越
村
の
北
壌
に
あ
る
集
落
で
あ
り
、
中
塩
越
は
そ
の

甫
の
集
落
、
冠
石
中
は
塩
踏
む
高
揚
に
当
た
り
、
生
駒
長
矢
島
領
と
の
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い
の
は
、
右
文
書
中
に
見
え
る
よ
う
に
各
島
を
絵
閣
と
引
き
合
わ
せ
て

検
分
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
に
象
潟
内
の
島
々
北
関
し

て
は
、
本
荘
藩
で
絵
闘
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
島
毎
に
管
理
の
寅
任
主
体
を
穫
認
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

象
潟
の
克
明
な
盟
橡
化
な
い
し
検
場
に
基
づ
い
た
絵
障
が
存
悲
し
た
の

で
あ
り
、
宝
永
の
保
全
策
辻
君
到
な
準
備
を
し
た
上
で
な
さ
れ
た
こ
と

る。

こ
の
よ
う
な
保
存
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
誌
ど
、
潟
内
の
水

は
陸
続
き
に
な
り
、
潟
内
で
、
わ
ゆ

位
の
抵
下
に
よ
っ

て

い

た

よ

う

だ

い

う

「

パ

ワ

各
島
の
畑
地
化
、
潟
賭
辺
の
田
地
北
の
両
方
が
進
み
、
気
象

の
変
北
に
よ
る
水
面
低
下
と
入
の
手
に
よ
る
開
発
の
双
方
に
よ
っ
て
、

景
観
む
劣
化
は
深
刻
で
る
っ
た
と
い
え
よ
う
c

一
嘗
お
わ
り
に

第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
初
期
真
葉
閣
と
評
価
さ
れ
、
芭
蕉
が

実
見
し
た
か
も
し
れ
な
い
ほ
ど
、
り
ア
ル
に
捕
か
れ
た
「
象
潟
之
図
」

に
描
写
さ
れ
た
象
海
の
景
観
辻
、
ち
ょ
う
ど
危
機
に
瀕
し
始
め
た
こ
ろ

に
該
当
す
る
己
間
関
に
対
す
る
評
舗
は
既
述
の
通
り
で
あ
り
、

も

し

く

は

そ

る

時

期

の

同

て
提
唱
え
ら
れ
る
。
本
一
稿
で
は
、
紙

幅
む
関
係
か
ら
同
留
に
関
し
て
こ
れ
以
上
の
言
及
は
で
き
ず
、
基
礎
的

な
矯
報
の
提
示
と
若
干
の
考
察
に
斡
始
し
た
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
研

究
の
深
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
c

前
述
の
よ
う
に
、
本
五
議
は
十
七
世
紀
の
来
か
ら
象
潟
の
景
観
保
全

に
着
手
し
た
が
、
こ
れ
は
潟
内
の
島
々
に
堀
地
が
開
発
さ
れ
、
海
退
ζ

よ
る
潟
内
の
臨
地
化
が
進
行
し
だ
し
た
こ
と
に
危
機
惑
を
覚
え
た
こ
と

に
よ
ろ
う
。

た

の
管
理
を
場
越
村
な
ど

道
な
開
発
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
。
前
述
の
よ
う
(
一
七

一
七
)
に
来
領
し
た
幕
腎
巡
見
使
に
対
す
る
想
定
問
答
ζ

よ
る
と
、
象

掲
の
規
模
は
「
象
海
之
悶
」
に
記
さ
れ
た
も
の
に
比
較
す
る
と
、
長
さ

で
半
分
に
縮
小
し
た
よ
う
だ
の
間
障
と
巡
見
箆
へ
の
そ
れ
と
の
関
に
は

時
聞
の
隅
た
り
は
十
年
も
な
い
。
急
速
な
開
発
が
潟
内
を
覆
い
、
島
々

の
畑
地
化
、
潟
周
辺
の
田
地
化
が
進
ん
だ
の
と
合
わ
せ
て
、
海
濯
に
よ

る
象
海
湖
の
縮
減
と
景
観
の
劣
化
が
無
視
で
き
な
い
法
ど
に
進
行
し
た
。

八
世
紀
を
通
じ
て
、
本
荘
藷
は
出
羽
国
屈
指
の
名
所
で
あ
る
象
混
む

観
保
全
に
苦
癒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
み
る
c

右
の
よ
う
な
景
観
の
採
全
策
も
む
な
し
く
、

(
一
八

O
四)、

っ
て
、
無
軌

の
後
、

の
拡
大
を
志
向
し
た
。
開
田
の
冨
麓
は
、
四
七
町
歩
(
約
四
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
〉
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
つ
で
忘
る
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の
が
、

あ
る
。
覚
林
と
本
荘
藩
の
蛾
烈
な
争
い
に
関
し
て
は
、

た
だ
き
た
い
。

* i.主た
方
々
も
多
い
と
思
う
。
十
八
世
紀
初
期
の
段
階
で
、
現
代
の
鳥
轍
鎧

と
晃
ま
が
う
よ
う
な
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
申
糞

景
留
で
も
か
な
り
初
期
の
段
階
に
泣
置
す
る
同
図
に
関
し
て
は
、
絵
詩

的
饗
れ
た
技
術
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
鳥
轍
図
を
描
く
こ
と
の
意

い
し
受
容
の
問
題
も
含
め
て
、
今
後
さ
ら
に
検

で
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
前
掲
の
「
象
潟

県
立
博
物
館
藤
)
な
ど
が
あ
る
申
「
象
諜
図
酔
嵐
い

の
或
立
、
「
象
潟
古
景
園
一
一
は
牧
野
、
水
畠
の
孫
で
あ
る
牧
野
雪
嬉
の
筆

に
な
る
作
品
で
、
十
九
世
紀
の
前
半
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。
「
象
潟

勝
景
絵
国
」
は
作
者
不
詳
む
或
立
は
、
圏
中
に
嵩
岸
の
波
除
け
普
請
の

堤
訪
が
克
え
る
の
で
文
化
元
年
の
象
潟
地
震
の
後
で
は
な
い
か
と
患
わ

れ
る
s

*

3

2
淑
潟
資
料
陥
に
叙
説
さ
れ
た
文
撒
闘
の
牒
本
は
、
元
象
諜
的
教

警
委
員
会
の
横
山
正
義
氏
の
ご
教
一
不
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
五
年
〈
一

九

O
二
)
の
象
潟
町
大
町
大
大
に
よ
っ
て
全
て
焼
失
し
て
し
ま
い
、
現

で
き
な
い
と
い
う
c

こ
と
が
知
滑
り
れ
て
お
り
、
本

の
時
期
は
、

*
4

氷
一
同
期
に

稿
で
取
り
あ
ば
り
て
い

小
氷
河
期
の
後
半
に
該
当
す
る
。

本

5

景
観
の
劣
化
に
つ
い
て
は
、
〈
一
七
八
八
〉
、

巡
見
使
と
と
も
に
象
潟
に
来
訪
し
た
古
川
吉
松
軒
が
、
象
潟
む
実
態
を

見
て
深
い
失
望
惑
に
襲
わ
れ
て
い
る
(
「
東
遊
雑
記
」
)

C
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